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近江商人吉村儀兵衛家の雇用形態（１）
Employment System of an Omi Merchant from the Yoshimura Family 
上　   村　   雅　   洋
Uemura,  Masahiro
ABSTRACT
　The Yoshimura family is a family of Omi merchants who created Kodani-mura 
in Omi headquarters. The Yoshimura family established the store in the Kanto 
district during the Edo period, and engaged in brewing. This paper aims to clarify 
the employment system of the Yoshimura family, and analyzes the characteristics 
of an Omi merchant whose business includes the running of a manufacturing 








































（ 2 ）拙著『近江商人の経営史』（清文堂出版，2000 年）。
（ 3 ）拙稿「近江商人正野玄三家の事業と奉公人」（徳永光俊・本多三郎編『経済史再考』思
文閣出版，2003 年），同「近江商人正野玄三家の奉公人と給金」（『大阪大学経済学』第 54
巻第 3 号，2004 年），同「明治期における近江商人正野玄三家の家則と店則」（滋賀大学経
済学部附属史料館『研究紀要』第 39 号，2006 年），同「近代における近江商人正野玄三家
の雇用形態」（和歌山大学『経済理論』第 332 号，2006 年）。
（ 4 ）宇佐美英機「近江日野商人山中兵右衛門家の奉公人請状」（『彦根論叢』第 359 号，2006 年），




















歳），理右衛門（70 歳），彦五郎（35 歳），惣兵衛（56 歳），太兵衛（24 歳），善兵衛（31 歳），








（ 5 ）前掲『二宮町史』通史編Ⅱ，437 頁。
（ 6 ）栃木県立文書館寄託吉村儀兵衛家文書。表題は，「御宗旨人別書」「宗門人別書上」「御
宗門人別」などさまざまである。現在合計 69 冊分が残存するが，文化 3 年と明治 2 年分
が欠落している。内容は，儀兵衛家のみを記したもので，谷田貝町に居住する他家の家族
をも含めた行政単位で作成されたものではない。前掲『二宮町史』通史編Ⅱ（423 ～ 444 頁）
でも，同史料を用いて本稿で述べるような点を指摘されている。
（ 7 ）「内六人見セ」などの表示は，文化 10 年までの「御宗旨人別書」に記されており，毎
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　享和 2 年から明治 5 年までの構成員数の変化を見てみると，享和 2 年から文
化 10 年（1813）までは 16 ～ 19 人，文化 11 年から文政 11 年（1828）までは 12
～ 13 人であり，文政 13 年には 8 人と少し落ち込むが，弘化 4 年（1847）まで
11 ～ 13 人を維持し，嘉永 2 年（1849）から明治 3 年までは 9 ～ 10 人で，明治









伊右衛門である。享和 2 ～ 3 年には，儀右衛門（2 代目）だけであるが，享和 4
年から庄助が 18 歳で初めて登場し，当時 53 歳の儀右衛門とともに久下田店に
いた。伊右衛門が最初に登場するのは，文政 2 年の 36 歳のときであり，68 歳
の儀右衛門と 33 歳の庄助とがいた。文政 12 年には，儀右衛門が 78 歳，庄助
が 43 歳，伊右衛門が 46 歳であり，翌年の文政 13 年には儀右衛門 44 歳，伊右
衛門 47 歳で，庄助が欠けているところから，文政 13 年に悴の庄助が儀右衛門
（3 代目）を相続したものと思われる。そして，翌年の天保 2 年（1831）には，儀
右衛門 45 歳，庄助「悴」8 歳，伊右衛門「弟」48 歳と明記されている。その
（ 8 ）前掲（ 7 ）参照。利右衛門は，理右衛門とも記され，享和 2 年の「御宗旨人別書」以







とえば，伊八は，文政 3 年 9 月 13 日に勤め，同 11 年に「横堀店へ遣ス」とある。庄兵衛
は，文政 10 年 10 月に初下りし，天保 7 年「夏中暇遣ス」として「鷲巣勤」とある。儀助
は，天保 3 年春から勤め，同 7 年 8 月「暇遣ス」として「上ノ店勤メ」とある。忠蔵は天
保 6 年正月「本店勤」，常次良は同 5 年 8 月より「恩名遣ス」，伊助は同 12 年 3 月より勤め，
「柿岡店」とある。
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後も天保 12 年まで儀右衛門 55 歳，「悴」庄助 18 歳，「弟」伊右衛門 58 歳と続
くが，天保 13 年には「弟」伊右衛門が 27 歳とあり，この年に伊右衛門も代替
わりをしている。さらに，伊右衛門と思われる人物は，翌年の天保 14 年には，
「弟」宗右衛門 28 歳とあり，天保 15 年には「弟」惣右衛門 29 歳となっている。
以後慶応 3 年（1867）まで惣右衛門（宗右衛門）が存続し，同年には儀右衛門 44
歳，庄助 43 歳，惣右衛門 52 歳とある。翌年の慶応 4 年には「惣右衛門悴」音
吉 18 歳とあり，代替わりをしている。儀右衛門も，弘化 2 年には 59 歳であっ




　この「御宗旨人別書」については，享和 2 年から文政 12 年までは，儀右衛
門をはじめ「当町芳全寺旦那」に属する者とそれ以外の旦那とを区別して記さ
れており，文政 12 年には儀右衛門（78 歳），庄介（43 歳），伊右衛門（46 歳），惣

















たとえば天保 5 年には，「下代」として平蔵（35 歳），喜兵衛（35 歳），義三郎（52















　明治 6 年 1 月の「寄留書上
（11）
」があるので表 1 に掲げておこう。この表には，





平以下は越後国 7 人，越中国 1 人，下野国 1 人，近江国 2 人であり，越後国出
身者が多くを占めているものの，近江出身者の酒造労働者も含まれていること
（10）三太郎と与兵衛は年齢，旦那寺が連続しており，同一人物の可能性が高い。








年以内に 55％（3 年以内では 42％），10 年以内では
79％の者が店を離れている。しかし，20 年以上
も比較的長期にわたって雇用されている者もい
る。文化 13 年に 17 歳で雇用され，嘉永 5 年の
53 歳まで 37 年間勤め，芳全寺旦那となっていた
越後国頸城郡鉢崎村百姓助三郎悴の平蔵，天保 5









名 前 年 齢 出　身　地 続柄 寄留年月日 備　考
新平 55 近江国蒲生郡日野岡本町 二男 天保 2 年 4 月 14 日
吉治郎 21 近江国蒲生郡日野岡本町 長男 文久 3 年 9 月 9 日
惣平 52 近江国蒲生郡野出村 長男 天保 4 年 8 月 16 日
久太郎 17 近江国蒲生郡野出村 長男 明治 5 年 6 月 30 日
文治郎 16 近江国蒲生郡増田村 長男 明治 2 年 8 月 4 日
庄吉 41 常陸国新治郡梯岡村 二男 慶応 3 年 10 月 9 日
菊松 24 近江国蒲生郡中山村 三男 安政 6 年 5 月 23 日
喜平 32 近江国蒲生郡木津村 長男 明治 5 年 3 月 24 日
弥平 34 越後国頸城郡未野村 二男 明治 4 年 8 月 21 日 酒造方
惣吉 22 越後国頸城郡柳町村 三男 明治 4 年 3 月 27 日 酒造方
勝二郎 18 下野国都賀郡芦戸村 二男 明治 5 年 4 月 10 日 酒造方
太平 30 越中国戸並郡安房村 長男 明治 5 年 8 月 3 日 酒造方
熊吉 26 越後国三嶋郡不動沢村 長男 明治 5 年 8 月 27 日 酒造方
徳蔵 23 越後国三嶋郡不動沢村 二男 明治 5 年 8 月 27 日 酒造方
政吉 27 越後国三嶋郡不動沢村 長男 明治 5 年 9 月 4 日 酒造方
市蔵 22 越後国三嶋郡不動沢村 長男 明治 5 年 9 月 21 日 酒造方
七之助 26 越後国大沼郡塩下り村 長男 明治 5 年 10 月 20 日 酒造方
兼吉 34 近江国蒲生郡羽田村 五男 明治 5 年 9 月 7 日 酒造方






















合   計 89
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蔵，天保 3 年に 14 歳で雇用され
（12）
，明治 6 年にも 55 歳（36 年間）でまだ勤務し
ていた近江国蒲生郡日野の新兵衛，天保 12 年に 20 歳で雇用され，慶応 3 年の









も若い年齢での入店は 13 歳で 4 人おり，最も高齢は 53 歳で 2 人いる。文化
12 年に 53 歳で入店した七郎兵衛は，1 年間しか在店しておらず，文化 4 年に
53 歳で入店した甚兵衛も，翌年まで 2 年間しか在店していない。文化 5 年に
52 歳
（15）
で入店した彦右衛門は，文化 11 年の 58 歳まで 7 年間勤務している。入
店年齢は，一般的には 10 代前半が多いと思われたのに，それが 11 人と意外











（12）新兵衛は，明治 6 年 1 月「寄留書上」では天保 2 年 4 月 14 日寄留とあり，最初は新三
郎という名前であったが，天保 9 年から新兵衛を名乗ったようである。
（13）「御宗旨人別書」は 1 月に記録されているため，前年の 2 月以降に入店した者は，1 歳
遅れた入店年齢となっており，厳密ではない。
（14）享和 2 年時点での在店者は，入店年齢が不明なので除外した。











家から分家したようである。宝暦 4 年 6 月の「宗門御改帳」では，兄の五郎兵
衛（42 歳）の家族として弟儀兵衛（37 歳）と併記され，そこに付箋が付けられ，
女房（16 歳）と母と儀兵衛の 3 人に書き改められている。儀兵衛が，五郎兵衛
家から母智教を伴い分家し，女房を迎えたのである。そして，宝暦 6 年 6 月の「宗











（18）日野町史編さん室寄託吉村儀兵衛家文書。いずれも 6 月に作成されたもので，宝暦 4，6，
7，9，11，12，13，14，明和 6，7，8，安永 6，7，9，10，天明 2，3，4，8，寛政元，2，3，
9，10，11，12 年の 26 冊である。
入店年齢（歳）人数（人） 退店年齢（歳） 人数（人）
13 ～ 15 11 13 ～ 15 1
16 ～ 20 20 16 ～ 20 18
21 ～ 25 17 21 ～ 25 22
26 ～ 30 15 26 ～ 30 20
31 ～ 35 11 31 ～ 35 16
36 ～ 40 7 36 ～ 40 7
41 ～ 45 2 41 ～ 45 4
46 ～ 50 4 46 ～ 50 9
51 ～ 53 3 51 ～ 55 6
54 ～ 0 56 ～ 58 4
合　計 90 合　計 107
←
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ある。これにより，その間の儀兵衛家の家族構成が，次のように明らかになる。
　宝暦 7 年は，儀兵衛（40 歳），女房（18 歳），男子与三五郎（1 歳），母智教（65 歳）
の合計 4 人家族となった。この儀兵衛が初代の儀兵衛である。宝暦 11 年には，
儀兵衛（44 歳），女房（22 歳），男子与三五郎（5 歳），同乙吉（2 歳），母智教（69 歳）
の合計5人家族となっており，宝暦10年に次男の乙吉が誕生したことがわかる。
明和 6 年（1769）には，儀兵衛（52 歳），女房（35 歳），男子与三五郎（13 歳），同
乙吉（8 歳），母智教（77 歳）の合計 5 人家族で変化はないが，女房に「今年入
申候」と注記があり，前妻が宝暦 14 年から明和 6 年（1769）の間に亡くなった
りしたのか，後妻を迎えたようである。安永 6 年（1777）には，儀兵衛（60 歳），
女房（43 歳），男子永助（21 歳），同乙吉（16 歳）の合計 4 人家族となり，明和 8
年から安永 6 年の間に母智教が亡くなったものと思われ，与三五郎も永助と改
名した。安永 7 年には，儀兵衛（61 歳），女房（44 歳），男子永助（22 歳），同乙
吉（17 歳）の合計 4 人家族であったが，永助の傍らに「女房，亥ノ二月入申候，
同十七」の追筆があり，安永 8 年 2 月に妻を娶り，合計 5 人の家族になってい
る。安永 9 年には，儀兵衛（63 歳），女房（46 歳），男子永助（24 歳），女房（「当
二月入申候」），男子乙吉（19 歳）の合計 5 人とあり，儀兵衛には「宗説相改申候」
と，隠居したのか改名している。安永 10 年には，永助（「永介」，25 歳），女房（19
歳），弟乙吉（20 歳），宗説（「儀兵衛事」，64 歳），女房（47 歳）の合計 5 人家族であっ
たが，宗説には「相果申候，去八月」と付箋があり，安永 10 年 8 月に死亡し
たようである。
　天明 2 年（1782）には，永助（「儀兵衛，永介事ニ御座候」，26 歳），女房（20 歳），
弟乙吉（21 歳），宗説（「去八月相果申候」），女房（「母」，48 歳）の合計 4 人家族であり，
儀兵衛家の代替わりが行われた。これにより 2 代目儀兵衛となる。さらに，女
房の傍らに付箋があり，「女子よつ，去七月出生仕候」とあり，天明 2 年 7 月
に儀兵衛に女児が誕生したようである。天明 4 年には，儀兵衛（28 歳），女房（22
歳），女子よつ（「当正月相果申候」），母（50 歳），弟乙吉（「弥三兵衛，乙吉事ニ御座候」，
23 歳）の合計 4 人家族であった。女児よつは天明 4 年正月に死亡し，弟乙吉は
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弥三兵衛に改名したようである。天明 8 年には，儀兵衛（32 歳），女房（27 歳），
男子市太郎（2 歳），弟弥惣兵衛（弥三兵衛，24 歳），母（54 歳）の合計 5 人家族で
あり，市太郎が前年に誕生したようである。
　寛政元年（1789）には，儀兵衛（33 歳），女房（28 歳），市太郎（3 歳）の 3 人家
族となり，弟の弥惣兵衛が「酉十一月ニ別家仕候」と分家し，母も「弥惣兵衛
方同酉十一月隠居仕候」と弟に伴い隠居した。そのため寛政元年には，儀兵衛
家とは別に，弥惣兵衛（27 歳），女房（「戌四月ニ貰申候」，18 歳），母（56 歳）から
なる弥惣兵衛家として独立している。寛政 3 年には，儀兵衛（35 歳），女房（30 歳），
男子市太郎（5 歳），弟亦治郎（2 歳）の合計 4 人家族となり，亦治郎が「戌十一
月出生仕候」と寛政 2 年 11 月に誕生したが，「亥ノ十一月相果申候」と翌年に
死亡している。寛政 9 年には，儀兵衛（41 歳），女房（36 歳），男子市太郎（11 歳），
女子なべ（3 歳），男子与惣松（「当三月出生仕候」，1 歳）の合計 5 人家族で，なべ
と与惣松が誕生している。寛政 12 年には，儀兵衛（44 歳），女房（39 歳），男子




う。分家直後の宝暦 6 年には，下女 1 人がいたが，同 7 年には下男 1 人となり，








歳），妻つね（38 歳），子せん（14 歳），子ふみ（11 歳），子政次良（9 歳），子捨三郎（6
（19）日野町史編さん室寄託吉村儀兵衛家文書。この文書は，全部で 34 通あり，この間には
文久元年と慶応 2 年が欠けているだけである。いずれも 3 月に記録されている。
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歳）の合計 6 人であった。これは，3 代目儀兵衛である。天保 4 年には，子延（2 歳）
が増えており，天保 3 年 3 月から 12 月の間に誕生したようである。この延も
天保 6 年には「去年七月死去仕候」とあり，天保 5 年に 3 歳で死亡した。また，
天保 10 年には，子ふみが「去ル戌十一月病死仕候」とあり，天保 9 年 11 月に
17 歳で病死した。天保 11 年には，「政次良改庄助」（17 歳）とあり，長男の政
次良が庄助に改名している。天保 12 年には，子せんが「去ル子十一月縁付仕
候」とあり，天保 11 年 11 月に 22 歳で嫁に行った。天保 14 年には，「子捨三
良改，藤三良」（17 歳）となっており，次男の捨三良が藤三良に改名している。
弘化 2 年には，儀兵衛が「去ル辰ノ五月相果申候」とあり，天保 15 年 5 月に
58 歳で死亡しているのがわかる。したがって，弘化 3 年（1846）には，庄助が
儀兵衛を継いで，儀兵衛（23 歳），弟藤三良（20 歳），母つね（53 歳）の 3 人家族
となっている。これが，4 代目儀兵衛である。嘉永 2 年（1849）には，妻むめ「去
申九月ニ貰申候」とあり，嘉永元年 9 月に妻むめ（18 歳）を迎えているが，嘉
永 5 年には「離別仕申候」と離縁している。
　安政 3 年（1836）には，儀兵衛（33 歳），妻いと（「去卯九月貰申候」，26 歳），弟
藤三良（29 歳），母つね 61 歳とあり，安政 2 年 9 月に再婚し，合計 4 人家族と
なっている。そして，安政 4 年 7 月には，悴千太郎，安政 5 年には娘つるが誕
生した。ところが，つるは安政 6 年 8 月に死亡している。文久 2 年（1862）には，
儀兵衛（39 歳），妻いと（32 歳），悴千太郎（7 歳），弟藤三郎（「去酉五月縁付仕候」，
36 歳），母つね（「去酉六月相果申候」，68 歳）とあり，文久元年 5 月に弟藤三郎が
養子に行き，母つねが 6 月に死亡したため，合計 3 人家族に減少した。さらに，
文久 2 年 7 月に悴千太郎（7 歳）が死亡し，同年 4 月には娘せきが誕生している。
元治元年（1864）11 月には悴捨次郎，慶応 2 年（1866）9 月には悴友三郎が誕生
し，慶応 3 年には，儀兵衛（44 歳），妻いと（37 歳），娘せき（6 歳），悴捨次郎（4









は 46 歳で，悴の庄助は 9 歳であり，「人別御改手形之事」でも儀兵衛は 46 歳
であり，悴の政次良（天保 11 年に庄助に改名）も 9 歳である。また，前述したよ
うに天保 15 年 3 月に儀兵衛が 58 歳で死亡し，弘化 3 年には代替わりして儀兵























（20）前稿で述べたように，2 代目儀兵衛は文政 11 年 7 月に没しているが，儀右衛門も文政
12 年 78 歳，翌 13 年には 44 歳と代替わりしており，儀兵衛と儀右衛門が一致している。
（21）日野町史編さん室寄託吉村儀兵衛家文書。寛政 4 年には喜八と久七の 2 通の小谷村弥
惣兵衛宛ての同様の奉公人請状が存在するが，これは前述したように寛政元年に分家した
弟の弥惣兵衛宛ての請状と思われる。





















2 月と 8 月にやや多かったこと，平均年齢は約 28 歳で，18 歳と 21 ～ 22 歳が多く，年長
者もいたこと，年季は嘉永 7 年までは 5 か年季が標準であったが，それ以後は 10 年季が
標準となっていたことなどを指摘している（444 ～ 445 頁）。なお，本稿では，これらの請
状すべてを含めて分析した。
（23）現存する同家で最も古い奉公人請状は，安永 8 年 2 月の雛形であり，小谷村儀兵衛と
常州下妻西町の与三右衛門宛のものである（安永 8 年 2 月「奉公人請状之事」日野町史編
さん室寄託吉村儀兵衛家文書）。与三右衛門は下妻店の店名前であり，明和 2 年に開かれ
た下妻店の奉公人を雇用するための雛形のようである。






















ておらず，年に 1 ～ 2 人の奉公人が雇われていたようである。
　月別では，正月 2 人，2 月 10 人，3 月 5 人，4 月 7 人，5 月 3 人，6 月 4 人，
7 月 5 人，8 月 10 人，9 月 5 人，12 月 1 人の合計 52 人である。10 ～ 11 月に
は見られず，2 月と 8 月にやや集中しているのは，吉村家が酒造業を営み，酒
造作業が季節的に集中するため，その前後にあたる時期に雇用される機会が多
いことによるものと思われる。
　年季は，1 年季 2 人，3 年季 3 人，5 年季 29 人，7 年季 4 人，10 年季 8 人，
不明 6 人の合計 52 人である。ほとんどが 5 年季，あるいは 10 年季に集中して
いる。特に，文政期以降は 5 年季，安政期以降は 10 年季がほとんどを占め，
定式化するようになっている。
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　出仕年齢は，最も早いのは 13 歳で，最高齢は 54 歳であり，ほかに 18 歳 3 人，
19 歳 1 人，20 歳 3 人，21 歳 3 人，22 歳 8 人，23 歳 5 人，24 歳 1 人，25 歳 3 人，
27 歳 1 人，28 歳 1 人，29 歳 2 人，30 歳 1 人，31 歳 1 人，32 歳 3 人，34 歳 1 人，
36 歳 1 人，41 歳 1 人，42 歳 2 人，44 歳 1 人，46 歳 1 人，50 歳 1 人，51 歳 1 人，
54 歳 1 人，不明 5 人である。意外と 10 代は少なく，20 代前半にやや多い。し





歳以上の者も，5 年季あるいは 10 年季とあり，他の奉公人と同様の文言となっ
ている。
　宗旨は，浄土宗 24 人，浄土真宗 22 人，禅宗 1 人，不明 5 人であり，小谷村
儀兵衛家の宗旨である浄土宗が最も多いが，浄土真宗もそれに比肩している。
　出身地は，すべて近江で，蒲生郡 33 人（日野町 5，野出村 5，金屋村 4，高木村 4，
林村 3，八幡新町・石谷村・仁本木村・石原村・小今村・音羽村・川合村・岡本宿・長屋村・
川守村・上羽田村各 1），甲賀郡 6 人（水口 3，林口村 2，鉢村 1），神崎郡 5 人（北村 4，
簗瀬村 1），愛知郡 3 人（大門村・畑田村・栗田村各 1），犬上郡 2 人（太堂村・四十九





































史料編・近世三（栃木県，1975 年，802 ～ 805 頁）に掲載されている。『栃木県史』通史編５・
近世二（同，1984 年），1014 ～ 1017 頁。
（26）天保 14 年「店内仕法書」（栃木県立文書館寄託吉村儀兵衛家文書）。この史料は，全文
『二宮町史』史料編Ⅱ　近世（二宮町，2005 年，927 ～ 930 頁）に掲載されている。前掲『二
宮町史』通史編Ⅱ　近世，446 ～ 448 頁。
（27）これらの店則については，拙稿「コラム　吉村儀兵衛家の店則」（高嶋雅明・天野雅敏
編前掲『近世近代の経済と社会』）参照。












　「店内仕法書」には，旧来の 500 石以上酒造高の蔵は，250 ～ 300 石に減じ，
蔵人も「杜氏頭兼テ　壱人」「糀屋弐番兼而　壱人」「働之者国人ニ而　弐人」「め
したき　壱人」「舂屋　弐人」の合計 7 人とし，旧来の 400 石以上の酒造高の
蔵は，200 ～ 250 石に減じ，蔵人は「杜氏頭兼而　壱人」「糀屋内人兼而　壱人」「働
之者国人ニ而　壱人」「めしたき　壱人」「舂屋　弐人」の合計 6 人としていた。
さらに，旧来の 300 石前後の酒造高の蔵は，100 ～ 150 石に減じ，蔵人を 4 人
とするように仕法を定めているところから，吉村家の久下田店には 4 ～ 7 人程
度の蔵人が存在していたことがわかる。
　主人と奉公人との関係についても，「店法書附之事」には，「主人方不身持，
不埒，あるひハ心得違之節は，支配方始帳場一統申合，其段無遠慮，是非を可
被申入事」とあり，主人への諫言を定めている。また，「帳場勤方之儀ハ，支
配人始，上下和義和談専として，相勤可申事ニ候，并傍輩中睦敷，不埒不行跡
之勤方，こころへ違之筋を見聞届候ハヽ，早速実意を以，くれくれ異見を差加
へ候事」とあり，店員間の意思疎通，切磋琢磨を期待している。さらに，「食
事等，主人方始上下末々迄一同之事に候，主人と帳場，別鍋あるひハ食好等之
義ハ，決て無用ニ候」と主人を含めた公平意識を謳っている。また，病気に対
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しても，「家内病気之段は，支配方帳場従すべからくこゝろを付添候事，但蔵
働病気之節ハ，帳場より軽重を見届，随分薬用食事日々気を付，介抱帳場持ニ
可被致事」とあり，蔵人にまで気を配り，薬や食事，介抱の手配をしている。
「店内仕法書」においても，「食事之儀ハ，主人始上下末々ニ至迄，別鍋ハ兼テ
店内之掟ニ法度ニ候得とも，今般仕法替ニ付而ハ尚亦急度相守可申候事」とあり，
再度主人を含めた平等意識を確認している。
　こうして店員仲良く意思の疎通を図り，不行跡のないように慎み，「忠勤ヲ
専ニ相励可申候事，店相続いたし時節来り候ハヽ立身可致儀，兼而心得可有事
ニ候間，第一ニ商売筋正露ニ出精いたし，偏ニ身ヲ励可申事ニ候」とあるように，
忠勤に励み，それを成し遂げることによって，店員の将来が保証されるとして
いる。
